
熊本市内各校区で、まちづくりに関わり、地域の活性

化のために頑張っている人たちを紹介します。

 安  樂 真一さん（４９）
あん らく

帯西応援隊　隊長

子どもたちに「思い出」と「故郷」をつくりたい

年
4
月
で
創
立
　
周
年
を
迎

４０

え
る
中
央
区
の
帯
山
西
小
学

来
校
。
市
内
で
は
比
較
的
歴
史
の
浅
い

小
学
校
で
、
校
区
内
に
寺
社
な
ど
が

な
い
た
め
、
伝
統
行
事
が
少
な
い
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
帯
山
西
校
区
で
、
同
小
の

現
役
の
P
T
A
役
員
や
保
護
者
の
ほ

か
、
P
T
A
の
〝
O
B
・
O
G
〟
な
ど
も

加
わ
っ
て
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い

る
の
が
「
帯
西
応
援
隊
」
で
す
。
2
0

0
4
年
に
同
隊
の
前
身
、「
お
や
じ
の

会
　
研
究
会
」
が
発
足
。
翌
年
、
母
親

や
地
域
の
方
々
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
と
現
在
の
名
称
に
変
更
し
、
本
格

的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
2
代
目
隊
長
の
安
樂
さ
ん
は
、
会

発
足
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
。
わ
が

子
の
卒
業
後
も
精
力
的
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。「
約
　
人
の
隊
員
が
持

４０

つ
特
技
や
経
験
を
生
か
し
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
『
防
災
キ
ャ
ン
プ
』
や

『
藻
器
堀
（
し
ょ
う
け
ぼ
り
）
川
探
検
』

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」
。
P
T
A
や

自
治
会
で
は
実
施
が
難
し
い
企
画
を
、

自
身
の
仕
事
（
営
業
）
で
培
っ
た
人
脈

や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
で
実
現
さ

せ
、
学
校
や
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。

継
続
の
秘
け
つ
は

〝
で
き
た
時
に
で
き
た
し
こ
〟

ど
も
た
ち
に
は
将
来
、『
私
の

故
郷
は
帯
西
！
』
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
安
樂
さ
ん
。

発
足
か
ら
　
年
を
迎
え
る
同
隊
の
合

１２

言
葉
は
、「
で
き
た
時
に
で
き
た
し
こ
」
。

活
動
や
役
割
を
強
制
す
る
こ
と
な
く
、

「
隊
員
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す

る
」
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　
子
ど
も
の
卒
業
と
と
も
に
地
域
と

の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
中
、

P
T
A
と
自
治
会
の
は
ざ
ま
の
世
代

が
地
域
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
現
在
と

未
来
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

「
子

「帯西まつり」で出店する焼きそばは、
今や地域の名物に

地域担当職員からひと言

　帯山西校区は、「帯西応援隊」を中心に

若い世代が活動的で、子どもたちのため

に地域を支え、盛り上げようと頑張ってい

ます。“地域活動＝苦役”ではなく、楽しみ

ながら活動される姿は、

子どもたちの目にもカ

ッコよく映っています　！

中央区まちづくりセンター

参事　田端　歩

●熊本市地域政策課　緯096（328）2031（月～金曜・8：30～17：15）

chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp
●中央区まちづくりセンター　緯096（328）2232

お問い
合わせ

「まち・ひと・つながる」の紙面への感想を

はじめ、まちづくりに関するアイデア、相談

など左記にお寄せください。


